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１．2025年８月期第３四半期の連結業績（2024年９月１日～2025年５月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年８月期第３四半期 8,747 △3.5 1,544 △0.8 1,567 0.4 1,062 △1.3

2024年８月期第３四半期 9,067 △0.5 1,556 △3.7 1,561 △3.3 1,076 △2.2
(注) 包括利益 2025年８月期第３四半期 1,062百万円( △1.3％) 2024年８月期第３四半期 1,076百万円( △2.2％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年８月期第３四半期 59.65 59.54

2024年８月期第３四半期 60.44 60.37

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年８月期第３四半期 26,044 24,143 92.6

2024年８月期 25,894 23,598 91.1
(参考) 自己資本 2025年８月期第３四半期 24,109百万円 2024年８月期 23,581百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年８月期 － 0.00 － 30.00 30.00

2025年８月期 － 0.00 －

2025年８月期(予想) 30.00 30.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年８月期の連結業績予想（2024年９月１日～2025年８月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,314 0.6 2,004 △3.8 2,032 △3.1 1,407 △3.3 78.97
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社（社名） ― 、除外 ― 社（社名） ―

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年８月期３Ｑ 17,816,932株 2024年８月期 17,816,932株

② 期末自己株式数 2025年８月期３Ｑ 237株 2024年８月期 237株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年８月期３Ｑ 17,816,695株 2024年８月期３Ｑ 17,814,670株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報

及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社グループとして約束する趣旨

のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績

予想の前提となる条件については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善やインバウンド需要の増加のほか、各

種政策の効果もあり、緩やかに景気回復しております。一方、円安による物価上昇を背景とした個人消費の伸び悩

みや米国の通商政策、金融資本市場の変動等の影響について引き続き、十分注視する必要があります。

当社を取り巻くＢＳデジタル放送業界は、動画配信サービス市場の拡大等で、ビジネスの機会が拡大する等、環

境が大きく変化している中、テレビメディア広告費は、１兆7,605億円（前年比101.5％）となり、そのうち当社を

含む衛星放送メディア関連の広告費は、1,254億円（前年比100.2％）となっております。（「2024年 日本の広告

費」㈱電通調べ）

このような状況下、当社は「質の高い情報を提供することで 人々に感動を与え 幸せな社会づくりに貢献しま

す」を経営理念として中長期的な成長を実現するため、重点施策「Value（バリュー）４」を掲げ、引き続き、

「コンテンツ価値の向上」、「『稼ぐ力』の再構築」、「放送周辺事業の強化・発展」、「企業価値向上のための

戦略的投資」をテーマに、放送事業に加え、その他の様々な施策に取り組みました。

［［［［［放送事業収放送事業収放送事業収放送事業収放送事業収入入入入入］］］］］

当第３四半期連結累計期間の放送事業収入は、7,602,897千円（前年同期比3.1％減少）となりました。

タイム収入は、競馬中継等の公営競技が好調に推移したほか、ショッピングも引き続き堅調となりましたが、前

期放送の大型スポーツ特番の反動減等の影響が大きく、前年同期比減収となりました。スポット収入は、日中帯を

中心としたドラマコンテンツの編成戦略の強化により回復の兆しは見られたものの、前年同期比減収となりまし

た。

番組施策では、４月の番組改編にて、俳優の黒谷友香さんが理想のお庭を作る本格園芸番組『黒谷友香、お庭つ

くります』を新たにレギュラー番組として放送開始し、放送終了後の見逃し配信と合わせて多くの視聴者の方に好

評いただいております。また、BS視聴者層に人気の高いドラマコンテンツの拡充・強化を行い、より多くの視聴者

の方にコンテンツをお届けするべく、中国時代劇『後宮の涙』や韓流ドラマ『チャンファとホンリョン～裏切りと

復讐の女たち～』、国内ドラマ『愛の嵐』等、様々なジャンルのコンテンツを編成いたしました。なかでも、今年

没後30年を迎えるアジアの歌姫テレサ・テンの生涯を描いた日本初放送の中国ドラマ『テレサ・テン 歌姫を愛し

た人々』は、話題性の高いコンテンツとして好評いただいております。

このほか、「ＡＮＩＭＥ＋」枠では、『Summer Pockets』『忍者と殺し屋のふたりぐらし』『日々は過ぎれど飯

うまし』等、当第３四半期も引き続き、製作委員会参画作品を含むアニメ関連番組を約40タイトル放送いたしまし

た。また、４月には、四国最大級のアニメの祭典「高知アニクリ祭2025」に初出展する等、「アニメのBS11」とし

て認知を拡大すべく、放送領域に留まらない多角的な施策も積極的に展開いたしました。

［［［［［その他事業収その他事業収その他事業収その他事業収その他事業収入入入入入］］］］］

その他事業収入は、1,144,900千円（前年同期比6.1％減少）となりました。前年好調だったアニメ製作委員会か

らの出資配当収入に反動減が見られましたが、配信事業では、配信コンテンツのラインアップ強化や会員プランの

拡充等により、当社独自のオリジナルオンデマンドサイトBS11+やTVer等を中心とした各配信サイトにおける配信

事業収入が好調に推移いたしました。このほか、イベント事業では、今回で５回目の開催となったコンサート「貴

公子たちの音楽会vol.5」や、テレサ・テン没後30年の節目に合わせて開催したメモリアルコンサート「テレサ・

テン、あなたに逢いたい 没後30年メモリアル・チャリティコンサート」等、一層の業容拡大に向け、様々な放送

外事業の施策に取り組みました。

［［［［［費費費費費用用用用用］］］］］

原価部門では、４月放送開始の新規レギュラー番組、ドラマコンテンツの購入、イベントや配信コンテンツの強

化を図り、積極的にコスト投下を行ったものの、前年のレギュラー番組等にかかる費用の反動減や、2023年４月に

実施した当社スタジオ設備更新にかかる減価償却費の負担軽減の影響もあり、費用減となりました。また、販管部

門では、番組認知拡大に向け、BS視聴者層に親和性の高い新聞広告への出稿を積極的に実施した一方で、宣伝施策

全体におけるコスト効率を意識したことにより、広告宣伝費を中心に費用減となりました。
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以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は 8,747,797千円（前年同期比 3.5％減少）となりました。営

業利益は 1,544,810千円（前年同期比 0.8％減少）、経常利益は 1,567,990千円（前年同期比 0.4％増加）、親会

社株主に帰属する四半期純利益は 1,062,753千円（前年同期比 1.3％減少）となりました。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ 149,713千円増加し、26,044,142千円

（前連結会計年度末比 0.6％増加）となりました。主な要因は、現金及び預金が 260,487千円、受取手形及び売掛

金が 385,748千円とそれぞれ減少したことに加え、固定資産の減価償却が進み、有形固定資産が 309,653千円と減

少したものの、棚卸資産が 104,922千円、流動資産のその他に含めて表示している有価証券が 199,919千円、投資

その他の資産に含めて表示している投資有価証券が 796,938千円増加したこと等によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ 394,736千円減少し、1,900,786千

円（前連結会計年度末比 17.2％減少）となりました。主な要因は、未払法人税等が 171,996千円、流動負債のそ

の他に含めて表示している未払消費税が 151,736千円、未払費用が 45,969千円、未払金が 17,052千円とそれぞれ

減少したこと等によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ 544,449千円増加し、24,143,355

千円（前連結会計年度末比 2.3％増加）となりました。主な要因は、利益剰余金が、前連結会計年度の期末配当

534,500千円により減少したものの、親会社株主に帰属する四半期純利益 1,062,753千円の計上に伴い 528,252千

円増加したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年８月期の連結業績予想につきましては、2024年10月10日付の「2024年８月期 決算短信」で公表しました

連結業績予想から変更ありません。

なお、業績予想は現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は今後様々な要因によって

予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,152,467 13,891,980

受取手形及び売掛金 2,230,431 1,844,682

棚卸資産 528,656 633,579

その他 130,028 314,611

流動資産合計 17,041,584 16,684,854

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,120,807 2,042,501

土地 4,034,756 4,034,756

その他（純額） 933,005 701,658

有形固定資産合計 7,088,569 6,778,916

無形固定資産 50,933 37,811

投資その他の資産 1,713,341 2,542,559

固定資産合計 8,852,844 9,359,288

資産合計 25,894,429 26,044,142

負債の部

流動負債

買掛金 793,066 784,562

未払法人税等 391,048 219,052

その他 982,863 767,915

流動負債合計 2,166,979 1,771,530

固定負債

退職給付に係る負債 107,332 109,237

その他 21,211 20,018

固定負債合計 128,543 129,255

負債合計 2,295,522 1,900,786

純資産の部

株主資本

資本金 4,190,714 4,190,714

資本剰余金 3,524,504 3,524,504

利益剰余金 15,865,996 16,394,248

自己株式 △234 △234

株主資本合計 23,580,980 24,109,232

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 69 267

その他の包括利益累計額合計 69 267

新株予約権 17,856 33,855

純資産合計 23,598,906 24,143,355

負債純資産合計 25,894,429 26,044,142
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年９月１日
至 2024年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年９月１日
至 2025年５月31日)

売上高 9,067,838 8,747,797

売上原価 4,754,451 4,499,671

売上総利益 4,313,386 4,248,125

販売費及び一般管理費 2,756,868 2,703,314

営業利益 1,556,518 1,544,810

営業外収益

受取利息及び配当金 140 13,663

受取派遣料 ― 5,400

その他 7,014 4,313

営業外収益合計 7,155 23,377

営業外費用

支払利息 1,715 159

その他 ― 37

営業外費用合計 1,715 197

経常利益 1,561,958 1,567,990

税金等調整前四半期純利益 1,561,958 1,567,990

法人税、住民税及び事業税 504,057 529,525

法人税等調整額 △18,769 △24,287

法人税等合計 485,287 505,237

四半期純利益 1,076,670 1,062,753

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,076,670 1,062,753
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年９月１日
至 2024年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年９月１日
至 2025年５月31日)

四半期純利益 1,076,670 1,062,753

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △21 198

その他の包括利益合計 △21 198

四半期包括利益 1,076,648 1,062,951

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,076,648 1,062,951

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号 2022年10月28日。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております。なお、当該会

計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社グループには、ＢＳデジタル放送事業以外の重要なセグメントがないため、セグメント情報の記載を省略

しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年９月１日
至 2024年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年９月１日
至 2025年５月31日)

減価償却費 452,479千円 354,065千円


